
 

 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 了德寺学園医療専門学校 
設置者名 学校法人 了德寺学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

柔道整復師専門

課程 

柔整科（3年制） 

午前部 午後部 

夜 ・

通信 （新ｶﾘｷｭﾗﾑ）

2,750時間 

240時間 

（80×3年） 
 

夜 ・

通信 

はり師・きゅう 

師専門課程 

鍼灸科（3年制） 

午前部 午後部 

夜 ・

通信 （新ｶﾘｷｭﾗﾑ）

2,660時間 

240時間 

（80×3年） 
 

夜 ・

通信 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

学生にはシラバスを配布。https://ryotokuji.ac.jp/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 了德寺学園医療専門学校 
設置者名 学校法人 了德寺学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://ryotokuji.ac.jp/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常勤

の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 医師 2019.5.26～2022.4.1 経営指導 

非常勤 大学職員 2020.1.30～2022.12.2 募集活動 

（備考） 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 了德寺学園医療専門学校 
設置者名 学校法人 了德寺学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

柔整科 午前部（3 年制）、柔整科 午後部（3 年制）、鍼灸科 午前部（3 年制 ）、鍼灸

科 午後部（3 年制））  

 
【作成について】 各授業科目の計画については、専門課程の学内会議、全体会議によ

り年度ごとの 国家試験合格率や国家試験出題傾向を分析し、講義内容についての検

討、検証に基づき授業計画を精査している。また、教育内容の充実をはかるべく各期

ごとに学生 アンケートを実施し、改善点があれば授業計画に反映するよう分析し、各

授業を担当する教員により、作成を行っている。 専門課程統一様式で、授業科目名、

必要時間数（単位数）、担当教員名、授業の 到達目標、講義概要、授業計画、成績評

価法、教科書及び参考書に関する事項は、 全科目共通で記載することが必須となって

いる。 【時期について】 翌年度の授業計画（講義予定）は、２，３月の国家試験が

終わり、専門課程の予 想合格率が確定した段階で担当教員が作成し、3 月後半の理事

会の議案で翌年度の 行事計画の承認をもって正式決定する。その後、シラバスを

https://ryotokuji.ac.jp/ に公開する。 

授業計画書の公表方法 学生へ配布 https://ryotokuji.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学則の細則において、学内の履修要件、成績評価、卒業要件について規定している 。 

各学科における授業科目の学修成果については、授業計画に記載された成績評価の 

方法・基準のとおり、前期、後期単位認定試験を行う。 各授業科目の出席日数が 3 分

の 2 に満たないときは、原則としてその科目の試験を 受けることができない。成績

評価は、各科目 100 点満点とし、60 点以上を合格と する。やむを得ない事由により

第 1 項の試験を受験することができなかった者 は追試験により成績を評価する。ま

た、成績が合格点に達しなかった者は再試 験により、成績を再評価する。 各授業日

数の年間を通して授業日数の 1/3 以上欠席した者は、成績の優劣にかかわらず、進級

の可否を、柔整科・鍼灸科各科教務会議の議を経て、校長が決定する。 

 



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

現在、学則の細目において、学年ごとに全履修科目を点数化し、全科目の合計点の 平

均を算出（100点満点で点数化）し、学内の成績評価としている。（資料①） 

 2020年度からは、上記方法と GPA Grade Point Average 導入し、学生の学修意 欲

とその成果を総合的、かつ、客観的に確認し、在学中の勉学意欲をより一層高め るこ

とにつなげる。学生一人ひとりに対し、効果的かつ適切な指導を行うための資 料とし

て利用するとともに、各種奨学金等の選考資料としても活用する。 

 学業成績は、授業科目ごとに行う試験（期末試験、実技試験等）により評価される 。 

当校では、各授業の評価を 100点満点を基準とし、60点以上を合格としている。 

 

        評価点        平均       Grade Poin t  

90-100点        優/S           4  

80-90点        優/A           3 

70-80点         良/B           2 

60-70点         可/C           1  

60点未満 不可/F F１（試験欠席）F 受験停 止） 0  

 

（履修科目の単位数×ポイント）の合計 

GPA = 

履修した単位の総単位数 

各学期の GPA が連続して細則で定めた基準に満たない場合は、個別面談、三者面 談

を通じ成績不振に伴う警告を行う。（資料②）  

一定の基準に満たない学生は進級、卒業できないことがある。 成績評価の結果につい

ては毎年、本人へ成績表を通知している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://ryotokuji.ac.jp/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

了德寺学園医療専門学校は、国家資格である柔道整復、はり、きゅう教育の専門学 校

として、病気の根源であるストレスをフリーとする療法をはじめとする最新の医 療

技術を学ぶ場として「学生や卒業生に何が出来るか」を追究し続け、未来に力強 く羽

ばたくことができる職業専門家を育成し、「誇り」と「自信」を胸に地域医療 のエキ

スパートとして貢献することを目的としている。 卒業要件については、各学科が定め

る所定の全授業科目を所定の年次にすべて合格 することを定めている。全科目の単

位修得の認定を受けた者については、各科教務 会議の議を経て、校長が卒業を認定す

る。詳細については、学則細則等に記載している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://ryotokuji.ac.jp/ 



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 了德寺学園医療専門学校 
設置者名 学校法人 了德寺学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://ryotokuji.ac.jp/ 
収支計算書又は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 

監事による監査報告（書） 同上 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 
柔道整復師専門課程 

はり師・きゅう師専門課程 
柔整科 

鍼灸科 
〇  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

開設している授業の種類 
講義 演

習 

実習 実

験 

実技 

3年 

 

 

昼 

柔整科 

2625/135 

単位時間/単位  単位時間/単位  単位時間/単位 

1865時間 

112単位  

180時間 

4 単位  

580時間 

19単位 

鍼灸科 

2660/114 
1910時間 

93単位  

135時間 

4 単位  

585時間 

17単位 

徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

柔整科 360人 126人 0 人 9 人 23人 32人 

鍼灸科 180人 80人 0 人 8 人 12人 20人 
 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３に記載した内容を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績は GPA を用いて評価し、数値化することによって学生の学修意欲とその成果を総

合的、かつ、客観的に確認する。 

試験に合格と判定された者に単位を与える。欠席時間数が 3 分の１を超える者は試験

の受験資格を失う。筆記試験の点数と出席状況を統合して評価する場合がある。また、

各単位認定確認試験において、成績不良者は留年となる場合もある。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業要件 

最終学年において、3分の 2以上を出席し、国試受験認定試験と卒業試験で国家試験合

格基準を満たし、前期と後期に実施される単位認定試験において、各科目とも 60％以

上の得点の者。 



進級要件 

各年次に履修する全科目において出席日数を満たし、かつ各期末に行う単位認定試験、

進級試験に合格し、すべての単位を修得した者。 

学修支援等 

（概要） 

平日の授業終了後に専任講師によるフォローアップを実施。 

また土曜日はチューターによる補講を実施し、より学生の立場に近い卒業生もフォロ

ーアップにあたっている。令和 2年度はリモートでも実施。 

国家試験に合格できなかった学生に対しては在校生と同じ授業を受けることができる

聴講生制度を設け、合格に向けて卒業後もサポートを行っている。 

また、様々な業界のセミナーを無料で開催しており、広い見識を持った医療人に育

つよう機会を設けている。卒業生に対してもセミナーを開催し、技術の向上や、卒業

生同士が職業意識を高め合える場所として活動を続けている。 

柔道強化選手やそのサポートスタッフが身近にいることから、医療業界のみならず

プロの職業意識に触れることができる環境がある。 

了德寺大学で講義している教員もいるため大学と同じレベルの教育を提供でき、 

大学への編入でアスレティックトレーナー資格取得を目指すことも可能。 

今年度はコロナウイルス感染症による緊急事態宣言をうけ、オンラインによる授業を

おこなった。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

柔整科 29人 

鍼灸科 17人 

（100％） 

柔整科 1人 

鍼灸科１人 

（  4％） 

柔整科 21人 

鍼灸科 13人 

（  74％） 

柔整科 7人 

鍼灸科 3人 

（  22％） 

（主な就職、業界等） 

鍼灸整骨院、整形外科、美容業界、教員、進学 

（就職指導内容） 

求人情報の公開、個別対応、了德寺大学と合同で就職ガイダンス開催 

令和 2年度はコロナ感染症対策により合同開催中止、代わりに企業の PR動画を公開。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師国家資格、はり師・きゅう師国家資格 

日本トレーニング指導者協会認定トレーニング指導者資格 

（備考）（任意記載事項） 

卒業者の中で就職先が不明な者はその他としている 



 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

柔整科   200,000円 1,000,000円 260,000円  

鍼灸科 200,000円 1,000,000円 260,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ryotokuji.ac.jp/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

評価委員は卒業生、学校関係者、地域住民で組織構成し、それぞれの知見を活かして教育

内容や、学校運営について評価を実施していただく。 

評価結果は学校運営、教育内容の改善役立つよう取り入れる。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

元学校校長 令和２年４月１日から 

令和４年３月３１日 

学識経験者 

墨田区柔道関係者 〃 地域住民 

会計士 〃 企業 

大学教員 〃 卒業生 

大学教員 〃 卒業生 

中途退学の現状 

令和２年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  柔整科 130人 

鍼灸科 68人 

柔整科 9人 

鍼灸科 3人  

柔整科 6.9％ 

鍼灸科 4.4％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的困難及び学力的困難、人間関係等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学者には経済的要因や成績不良、人間関係、家庭環境など様々な背景があり状況が

複雑に絡んでいることが多いため、日頃から学生とのコミュニケーションをかかさ

ず、状況の変化にいち早く気が付くこと。また、学生が相談しやすい環境を作るよう

心掛心掛けている。 

相談があった際には、経済的困難者には各種奨学金の案内や授業料の分納、延納の許

可を認めたり、成績不良者には補習を実施し個別でサポートを行っている。 

欠席が続いている学生や、成績不良が続いている学生には保護者へ連絡するなど早 

めの対応を行い保護者も交えた面談を重ねている。 



学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ryotokuji.ac.jp/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://ryotokuji.ac.jp/ 

 


